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(百万円未満切捨て)
１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 193,462 △7.7 5,410 458.7 7,098 129.7 4,170 －

2023年３月期 209,542 15.2 968 － 3,089 57.3 △571 －
(注) 包括利益 2024年３月期 19,089百万円( 626.2％) 2023年３月期 2,628百万円(△62.2％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 95.28 － 5.1 3.1 2.8

2023年３月期 △12.97 － △0.8 1.4 0.5
(参考) 持分法投資損益 2024年３月期 658百万円 2023年３月期 670百万円

（２）連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 235,380 90,954 38.6 2,076.52

2023年３月期 227,058 72,041 31.7 1,646.59
(参考) 自己資本 2024年３月期 90,932百万円 2023年３月期 72,028百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 13,487 3,827 △16,264 10,009

2023年３月期 △2,721 △3,565 5,209 8,325

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 － 0.00 － 5.00 5.00 223 － 0.3

2024年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00 446 10.5 0.5
2025年３月期
(予想)

－ 0.00 － 10.00 10.00 －

(注)2024年３月期における１株当たり期末配当金については、５円から10円に変更しております。詳細については、
本日(2024年５月13日)公表いたしました「配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 94,000 △2.8 2,500 25.3 2,500 △29.1 1,500 △8.5 34.19

通期 197,000 1.8 8,000 47.9 8,000 12.7 8,000 91.8 182.33



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有

新規 －社 (社名) 、除外 1社 (社名)北上ハイテクペーパー株式会社

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 44,741,433株 2023年３月期 44,741,433株

② 期末自己株式数 2024年３月期 950,850株 2023年３月期 997,361株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 43,772,000株 2023年３月期 44,095,288株

（注）当社は、役員報酬BIP信託を導入しており、信託が所有する当社株式は「（３）発行済株式数（普通株式）」
において自己株式として取り扱っております。

(参考) 個別業績の概要
１．2024年３月期の個別業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 103,170 △3.8 4,913 － 7,538 261.2 60 △91.4

2023年３月期 107,191 11.9 △1,361 － 2,086 △54.5 708 △60.5

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期 1.39 －

2023年３月期 16.06 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 158,044 51,038 32.3 1,165.22

2023年３月期 168,320 49,789 29.6 1,137.91

(参考) 自己資本 2024年３月期 51,038百万円 2023年３月期 49,789百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に
ついては、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況 （４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当期における当社グループを取り巻く環境は、社会活動の正常化やインバウンド需要の復活等により回復基調で

推移しました。一方で先行きにつきましては、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻の長期化、中東情勢の緊迫化

など地政学リスクの高まりなどによる原燃料価格の高止まりや、世界的な金融引き締めに伴う影響及び中国経済の

先行き懸念、円安の常態化など、依然として不確実性が高い状況が続いております。

このような状況下、当社グループは、生産性向上やコスト削減に取り組み、販売面では製品価格改定や新製品の

拡販に努めました。

また、当社グループでは、企業価値向上を図るべく「中期経営計画」（2023年３月期～2025年３月期）基本方針

に沿って、以下の取り組みを実施しました。

① 「選択と集中」、「新事業拡大」による収益力の強化

成長事業である、機能性不織布関連事業やエレクトロニクス関連分野の拡大を強力に推進し、事業を伸長させま

した。今後も「機能商品事業」に集中投資、売上・利益を着実に伸長させ、当社の主力事業にしてまいります。ま

た、選択と集中による構造改革を進める中、当社への子会社の統合、子会社間の統合などのグループ組織再編を行

ったほか、ドイツ事業フレンスブルク工場の事業売却、スポーツクラブ運営事業の譲渡、感熱紙加工等の事業の譲

渡を実施いたしました。引き続きグループの組織変革を進め、収益性向上とコーポレートガバナンスの強化を図っ

てまいります。

② グリーン社会への貢献

当社グループの持続的な成長と中長期的企業価値の向上に向け、また、社会に貢献することを目指して、気候変

動が事業に与えるリスク・機会の両面に関して、ＴＣＦＤ（気候関連財務情報開示タスクフォース）の提言に沿っ

た情報開示を進めております。CO２排出量削減の取り組みでは、ＧＸリーグ（ＧＸ：グリーン・トランスフォーメ

ーション）へ参画し、カーボンニュートラル社会実現に向け、公約した2030年目標の達成に向けた取り組みを推進

してまいります。

環境配慮型製品の拡販では、通販や外食テイクアウト等の紙袋用途で需要が堅調なクラフト紙やバリア紙の拡販

を進めております。脱プラ・廃プラ、安全かつ快適なサステナブル社会の実現に貢献してまいります。

③ サステナビリティ向上のための組織変革

「三菱製紙グループサステナビリティ基本方針」を制定し、皆様からの信頼と共感を得ることを通して企業価値

の向上を図ると共に、さまざまな社会的課題の解決につなげ、サステナブルな社会の実現に貢献してまいります。

また、当社グループの事業活動やサステナビリティ推進活動の在り方について、株主の皆様に理解を深めていただ

き、その一翼を担っていただくことを目的として、「三菱製紙 ニッシー・カッシーの森」制度を新設しました。

また、コーポレートレポートに代えて統合報告書を発行、コーポレートレポートから内容を一新し、全てのステー

クホルダーの皆様に当社グループの活動全般をご理解いただくべく、より詳細な情報開示を進めてまいります。

当社グループでは基幹システムを刷新、グループ統一の新たなＩＴ基盤を構築いたしました。工場を含めてデジ

タル化をさらに推進し、業務効率化や作業安全強化のみならず、企業価値向上に資するＤＸにも取り組んでまいり

ます。

これらの結果、当期の連結売上高は1,934億６千２百万円（前期比7.7％減）となりました。

損益面では、原燃料価格高騰に対応した製品価格改定やコストダウン効果により、連結営業利益は54億１千万円

（前期は連結営業利益９億６千８百万円）、連結経常利益は70億９千８百万円（前期は連結経常利益30億８千９百

万円）となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は41億７千万円（前期は親会社株主に帰属する当期純損失

５億７千１百万円）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次の通りとなりました。

なお、当社は、2023年４月１日付のグループ組織再編及び当社機構改革に伴い各報告セグメントの構成内容を見

直し、当連結会計年度よりドイツ事業を含む情報・特殊紙製品を「紙素材事業」から「機能商品事業」、北上工場

製品（写真用原紙他）を「機能商品事業」から「紙素材事業」にそれぞれ変更しております。
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（単位：百万円）

売上高 営業利益（△は損失）

2023年３月期 2024年３月期 増減率 2023年３月期 2024年３月期 増減率

報告

セグメント

機能商品 109,967 97,351 △11.5 3,176 4,053 27.6

紙素材 101,668 97,511 △4.1 △2,423 1,177 －

計 211,636 194,863 △7.9 752 5,231 594.9

その他 5,303 5,628 6.1 120 245 104.1

計 216,939 200,491 △7.6 873 5,476 527.3

調整額（注） △7,397 △7,029 95 △66

合計 209,542 193,462 △7.7 968 5,410 458.7

（注）調整額は主として内部取引に係るものです。

（機能商品事業）

産業資材関連製品は、蓄電デバイス用セパレータ、リライトメディア、テープ原紙の販売金額は前年を上回りま

したが、エアフィルター、水処理膜基材、化粧板原紙の販売金額は前年を下回りました。

画像資材関連製品は、インクジェット用紙は販売数量減により販売金額は前年を下回りました。特殊ドライフィ

ルムレジストの販売数量は前年を上回りましたが、販売金額は前年を下回りました。

情報資材関連製品は、感熱紙、ノーカーボン紙、ＰＰＣ用紙の販売数量は前年を下回りましたが、価格改定効果

を維持し販売金額は前年を上回りました。

ドイツ事業は、景気後退懸念による需要減少等の影響を受け、販売数量、販売金額ともに減少しました。

この結果、機能商品事業全体としては、減収増益となりました。

産業資材事業においては、さらなる品質向上による競争力強化や、海外拠点を活用したグローバルな販売強化を

図り、水処理膜基材は工業用及び海水淡水化プラント用途、蓄電デバイス用セパレータは電気二重層キャパシタ及

びコンデンサ用途、フィルターは全熱交換用途など成長分野の需要取り込みに取り組んでまいります。

画像資材事業は、特殊ドライフィルムレジストの通信デバイス用途と今後市場拡大が期待できる車載関連用途の

拡販に取り組んでまいります。イメージングメディア関連事業は、画像出力や印刷向けの需要が減少しているもの

の、サイネージ・ラベル用途、産業用インクジェットの拡販、アジア新興国向けへの拡販により数量の拡大に努め

ると共に、適正な生産体制の構築を図り、収益向上に取り組んでまいります。

情報資材事業は、引き続き収益の安定化に取り組むとともに、感熱紙はＰＯＳ市場、ＰＰＣ用紙はＦＳＣ認証紙

製品などの高付加価値品の拡販に取り組んでまいります。

ドイツ事業は、引き続きビーレフェルト１工場体制における事業構造改革を推進し、収益の安定化を図ってまい

ります。

（紙素材事業）

印刷用紙の国内市場は、需要減少の影響で販売数量は前年に比べ減少したものの、販売金額は価格改定の効果に

より増加しました。輸出は円安の市場環境下、販売数量、販売金額ともに前年を上回りました。生産体制について

は需要動向を見極めながら、効率生産、在庫削減を進めてまいりました。

市販パルプにつきましては、生産設備の事故影響から販売数量、販売金額ともに減少しました。

この結果、紙素材事業全体としては、減収増益となりました。

国内市場では価格維持、生産体制最適化と在庫水準適正化の取り組みに加えて、環境意識の高まりを背景に脱プ

ラ・減プラ需要が堅調であることから、クラフト紙及び環境配慮型製品であるバリア性とヒートシール性を有する

包装紙（バリアコート紙）の採用実績を積み重ね、増販しております。さらに八戸・北上両工場シナジー効果の最

大化とそれぞれのコストダウンの追求により、紙素材事業の収益安定化を目指してまいります。



三菱製紙株式会社(3864) 2024年３月期 決算短信

－4－

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の資産は、有形固定資産や棚卸資産の減少はありましたが、投資有価証券の評価差額や退職給

付に係る資産の増加により前連結会計年度末に比べ83億２千１百万円増加し、2,353億８千万円となりました。

負債は、借入金及びコマーシャル・ペーパーの減少により前連結会計年度末に比べ105億９千万円減少し、1,444

億２千５百万円となりました。

純資産は、退職給付に係る調整累計額の増加等により前連結会計年度末に比べ189億１千２百万円増加し、909億

５千４百万円となりました。

自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ6.9ポイント改善し、38.6％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ16億８千３百万円増加し、100億９百

万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前連結会計年度に比べ162億８百万円増加し、134億８千７百万円となりまし

た。収入の主な内訳は、減価償却費77億２千７百万円、棚卸資産の減少94億９千７百万円、支出の主な内訳は、

仕入債務の減少33億３千６百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、前連結会計年度に比べ73億９千３百万円増加し、38億２千７百万円となりま

した。収入の主な内訳は、有形及び無形固定資産の売却による収入29億３千１百万円、投資有価証券の売却によ

る収入31億８千４百万円であり、支出の主な内訳は有形及び無形固定資産の取得による支出16億８千２百万円で

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、前連結会計年度に比べ214億７千４百万円増加し、162億６千４百万円となり

ました。これは主に借入金の返済によるものです。

（４）今後の見通し

次期の連結業績につきましては、売上高は1,970億円、営業利益は80億円、経常利益は80億円、親会社株主に帰属

する当期純利益は80億円を予想しております。

上記業績見通しは、為替レート150円/米ドル、160円/ユーロを前提としております。

なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、リスクや不確実性を含

んでおります。実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

剰余金の配当等の決定に関しましては、株主への利益還元を経営の重要課題と位置づけ、各事業年度の業績と今

後の経営諸施策に備えるための内部留保を総合的に勘案しながら、配当を安定的に継続することを基本方針としま

す。

当事業年度の期末配当につきましては、配当を安定的に維持することと、直近の業績動向を総合的に勘案した結

果、前期比５円増の１株当たり10円の期末配当を実施する予定としております。

なお、次期の配当につきましては、上記基本方針に基づき、１株当たり10円の期末配当を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表

を作成する方針であります。

今後の国内他社のＩＦＲＳ採用動向等を勘案し、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,325 10,009

受取手形 8,074 10,493

売掛金 38,470 37,642

商品及び製品 25,257 23,092

仕掛品 6,322 6,744

原材料及び貯蔵品 18,498 12,007

その他 4,166 1,981

貸倒引当金 △92 △40

流動資産合計 109,024 101,930

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 96,663 93,141

減価償却累計額 △76,243 △75,238

減損損失累計額 △716 △575

建物及び構築物（純額） 19,703 17,327

機械装置及び運搬具 359,855 351,839

減価償却累計額 △323,296 △319,910

減損損失累計額 △1,640 △1,061

機械装置及び運搬具（純額） 34,918 30,866

土地 20,625 20,317

リース資産 4,651 4,800

減価償却累計額 △3,512 △4,037

リース資産（純額） 1,138 763

建設仮勘定 733 1,018

その他 8,861 7,399

減価償却累計額 △7,426 △6,358

減損損失累計額 △299 △33

その他（純額） 1,135 1,008

有形固定資産合計 78,256 71,301

無形固定資産

その他 2,379 1,954

無形固定資産合計 2,379 1,954

投資その他の資産

投資有価証券 21,605 26,376

長期貸付金 765 315

退職給付に係る資産 12,035 31,680

繰延税金資産 2,132 999

その他 923 901

貸倒引当金 △64 △78

投資その他の資産合計 37,398 60,194

固定資産合計 118,034 133,450

資産合計 227,058 235,380
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28,710 24,779

電子記録債務 3,485 4,607

短期借入金 61,467 62,026

コマーシャル・ペーパー 5,000 -

リース債務 509 408

未払費用 6,597 7,149

未払法人税等 302 1,261

契約負債 371 461

事業譲渡損失引当金 1,614 -

その他 2,399 3,577

流動負債合計 110,457 104,272

固定負債

長期借入金 32,603 22,281

リース債務 596 348

繰延税金負債 938 8,210

株式給付引当金 53 114

役員退職慰労引当金 49 36

退職給付に係る負債 7,603 6,855

資産除去債務 885 939

その他 1,827 1,367

固定負債合計 44,559 40,153

負債合計 155,016 144,425

純資産の部

株主資本

資本金 36,561 36,561

資本剰余金 6,524 6,523

利益剰余金 13,357 17,336

自己株式 △430 △416

株主資本合計 56,012 60,005

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,532 9,399

為替換算調整勘定 1,111 763

退職給付に係る調整累計額 9,372 20,763

その他の包括利益累計額合計 16,015 30,926

非支配株主持分 13 22

純資産合計 72,041 90,954

負債純資産合計 227,058 235,380
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 209,542 193,462

売上原価 182,288 165,315

売上総利益 27,253 28,146

販売費及び一般管理費 26,285 22,736

営業利益 968 5,410

営業外収益

受取利息 27 5

受取配当金 652 503

持分法による投資利益 670 658

為替差益 983 1,249

その他 545 456

営業外収益合計 2,878 2,872

営業外費用

支払利息 574 938

その他 182 245

営業外費用合計 757 1,183

経常利益 3,089 7,098

特別利益

固定資産処分益 39 1,289

投資有価証券売却益 4 1,681

受取保険金 31 1,571

事業譲渡益 - 230

補助金収入 347 -

その他 3 -

特別利益合計 427 4,772

特別損失

固定資産処分損 263 218

事故関連損失 - 2,687

事業再構築費用 - 859

減損損失 52 546

契約解約損 - 449

事業譲渡損 3,192 119

固定資産圧縮損 329 -

投資有価証券評価損 12 -

その他 674 86

特別損失合計 4,523 4,968

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△1,006 6,902

法人税、住民税及び事業税 354 1,562

法人税等調整額 △797 1,163

法人税等合計 △443 2,725

当期純利益又は当期純損失（△） △563 4,177

非支配株主に帰属する当期純利益 7 6

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△571 4,170
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △563 4,177

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 843 3,864

為替換算調整勘定 171 △348

退職給付に係る調整額 2,189 11,390

持分法適用会社に対する持分相当額 △12 5

その他の包括利益合計 3,192 14,912

包括利益 2,628 19,089

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,620 19,081

非支配株主に係る包括利益 8 8
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 36,561 6,488 13,962 △228 56,784

当期変動額

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△571 △571

自己株式の処分 11 11

自己株式の取得 △214 △214

連結範囲の変動 35 △32 2

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - 35 △604 △202 △771

当期末残高 36,561 6,524 13,357 △430 56,012

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 4,688 952 7,182 12,824 5 69,613

当期変動額

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△571

自己株式の処分 11

自己株式の取得 △214

連結範囲の変動 2

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

843 158 2,189 3,191 8 3,199

当期変動額合計 843 158 2,189 3,191 8 2,428

当期末残高 5,532 1,111 9,372 16,015 13 72,041
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 36,561 6,524 13,357 △430 56,012

当期変動額

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,170 4,170

剰余金の配当 △223 △223

自己株式の処分 △0 15 15

自己株式の取得 △0 △0

合併による増加 △0 31 31

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - △0 3,978 14 3,993

当期末残高 36,561 6,523 17,336 △416 60,005

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 5,532 1,111 9,372 16,015 13 72,041

当期変動額

親会社株主に帰属す

る当期純利益
4,170

剰余金の配当 △223

自己株式の処分 15

自己株式の取得 △0

合併による増加 31

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

3,866 △347 11,390 14,910 9 14,919

当期変動額合計 3,866 △347 11,390 14,910 9 18,912

当期末残高 9,399 763 20,763 30,926 22 90,954
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△1,006 6,902

減価償却費 8,287 7,727

事故関連損失 - 2,687

減損損失 52 546

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △1,520 △1,883

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 167 △2,284

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19 △13

株式給付引当金の増減額（△は減少） 29 65

受取利息及び受取配当金 △679 △508

持分法による投資損益（△は益） △670 △658

為替差損益（△は益） △573 △1,169

支払利息 574 938

投資有価証券売却損益（△は益） △4 △1,681

投資有価証券評価損益（△は益） 12 -

固定資産処分損益（△は益） 223 △1,070

事業譲渡損益（△は益） 3,192 △110

固定資産圧縮損 329 -

補助金収入 △347 -

受取保険金 △33 △1,627

売上債権の増減額（△は増加） △4,498 △925

棚卸資産の増減額（△は増加） △8,115 9,497

仕入債務の増減額（△は減少） 3,293 △3,336

その他 △1,395 1,699

小計 △2,703 14,794

補助金の受取額 547 155

保険金の受取額 185 1,590

事故関連損失の支払額 - △2,687

利息及び配当金の受取額 680 516

利息の支払額 △535 △886

法人税等の支払額 △896 5

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,721 13,487

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △4,546 △1,682

有形及び無形固定資産の売却による収入 717 2,931

投資有価証券の取得による支出 △11 △12

投資有価証券の売却による収入 12 3,184

貸付けによる支出 △0 △0

貸付金の回収による収入 450 450

事業譲渡による支出 △187 △1,757

その他 1 714

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,565 3,827
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,774 △5,807

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減
少）

△1,000 △5,000

長期借入れによる収入 14,288 7,150

長期借入金の返済による支出 △11,196 △11,886

リース債務の返済による支出 △441 △496

配当金の支払額 - △223

自己株式の取得による支出 △214 △0

自己株式の売却による収入 - 0

非支配株主への配当金の支払額 △0 -

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,209 △16,264

現金及び現金同等物に係る換算差額 213 604

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △863 1,655

現金及び現金同等物の期首残高 9,047 8,325

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 142 -

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

- 28

現金及び現金同等物の期末残高 8,325 10,009
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計上の見積りの変更)

退職給付に係る会計処理における数理計算上の差異の費用処理年数について、従業員の平均残存勤務期間が短縮し

たため、当連結会計年度より費用処理年数を当社及び一部の国内連結子会社は10年から９年に変更しました。

この変更により、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は、それぞれ364百万円増加

しております。

(連結貸借対照表関係)

（偶発債務）

当社白河事業所内の100％子会社、三菱製紙エンジニアリング株式会社白河事業所で製造した耐熱プレスボード製

品に関して、測定データの一部改ざん、及び所定の検査の一部を実施せずに出荷していた事実が判明しました。

将来の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性がありますが、現時点では合理的に見積もることが困難なた

め、当連結会計年度の連結財務諸表には反映しておりません。

(セグメント情報等)

１．報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に製品別の事業部を置き、取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活

動を展開しております。

当社グループは事業部を基礎とした製品別セグメントから構成されており、「機能商品事業」「紙素材事業」

の２つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「機能商品事業」は情報・特殊紙製品群、機能性材料等の製品群、写真感光材料、インクジェット用紙等の製

品群、「紙素材事業」は印刷用紙、パルプ等の製品群を取り扱う事業を遂行しております。

(3) 報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、2023年４月１日付のグループ組織再編及び当社機構改革に伴い各報告セグメントの構成内容を見直し、

当連結会計年度よりドイツ事業を含む情報・特殊紙製品を「紙素材事業」から「機能商品事業」、北上工場製品

（写真用原紙他）を「機能商品事業」から「紙素材事業」にそれぞれ変更しております。

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しており、「３．報告セグ

メントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報」の前連結会計年度に記載してお

ります。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結財務諸
表

計上額
(注)３

機能商品
事業

紙素材
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 108,511 98,804 207,316 2,225 209,542 － 209,542

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,456 2,863 4,319 3,077 7,397 △7,397 －

計 109,967 101,668 211,636 5,303 216,939 △7,397 209,542

セグメント利益
又は損失（△）

3,176 △2,423 752 120 873 95 968

セグメント資産 98,254 120,746 219,000 8,612 227,613 △554 227,058

その他の項目

減価償却費 3,371 4,889 8,260 119 8,380 △93 8,287

持分法適用会社への
投資額

－ 719 719 4,366 5,086 － 5,086

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,032 2,512 4,544 13 4,558 △84 4,473

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エンジニアリング業等を含んで

おります。

２．調整額は下記のとおりです。

(1) セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント資産の調整額△554百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産10,938百万円、

セグメント間取引消去△11,492百万円が含まれております。

(3) 減価償却費の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結財務諸
表

計上額
(注)３

機能商品
事業

紙素材
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 96,426 94,746 191,172 2,289 193,462 － 193,462

セグメント間の内部
売上高又は振替高

925 2,764 3,690 3,339 7,029 △7,029 －

計 97,351 97,511 194,863 5,628 200,491 △7,029 193,462

セグメント利益 4,053 1,177 5,231 245 5,476 △66 5,410

セグメント資産 101,026 124,220 225,247 7,842 233,089 2,290 235,380

その他の項目

減価償却費 3,204 4,507 7,711 106 7,818 △90 7,727

持分法適用会社への
投資額

－ 724 724 5,016 5,741 － 5,741

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

761 786 1,547 9 1,557 △85 1,472

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エンジニアリング業等を含んで

おります。

２．調整額は下記のとおりです。

(1) セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント資産の調整額2,290百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産11,108百万円、

セグメント間取引消去△8,817百万円が含まれております。

(3) 減価償却費の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 1,646.59円 2,076.52円

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失(△)

△12.97円 95.28円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 －円 －円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．役員報酬BIP信託が保有する当社株式を、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己

株式に含めております。（前連結会計年度911,871株、当連結会計年度863,739株）

また、１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自

己株式に含めております。（前連結会計年度561,000株、当連結会計年度883,060株）

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 72,041 90,954

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 13 22

(うち非支配株主持分(百万円)) (13) (22)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 72,028 90,932

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数(株)

43,744,072 43,790,583

４．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失(△)(百万円)

△571 4,170

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社株主に帰属する
当期純損失(△)(百万円)

△571 4,170

普通株式の期中平均株式数(株) 44,095,288 43,772,000
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(重要な後発事象)

(完全子会社の吸収合併及び連結子会社間の合併)

当社は、2023年11月13日開催の取締役会において、グループ組織再編(以下、「本組織再編」)を行うことを決議

し、2024年４月１日付で以下の本組織再編を行いました。なお、当社を存続会社、ＫＪ特殊紙株式会社を消滅会社

とする吸収合併の効力発生日については、2024年７月１日を予定しております。

また、本再編実施（2024年７月１日）後には、当社グループ子会社（清算中の会社等除く）は2022年３月31日時

点の25社から11社（14社減）となります。

(1) 本組織再編の目的

当社グループは、中期経営計画(2023年３月期～2025年３月期)において経営基盤の強化と新しい三菱製紙グルー

プの創造を掲げ、取り組みを進めております。その一環として、2023年４月１日にはダイヤミック株式会社を三菱

王子紙販売株式会社へ統合、北上サイト子会社の統合、八戸サイト子会社同士の統合などを実施しました。今般、

さらに以下記載の当社グループ子会社を合併することで、組織合理化による固定費削減とコーポレートガバナンス

の強化を進めてまいります。

(2) 本組織再編の概要

＜完全子会社の吸収合併＞

①企業結合の法的形式

当社を吸収合併存続会社、新北菱林産株式会社、京菱ケミカル株式会社、高砂紙業株式会社、ＫＪ特殊紙株式

会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併方式です。

②企業結合日

2024年４月１日 新北菱林産株式会社、京菱ケミカル株式会社、高砂紙業株式会社

2024年７月１日（予定） ＫＪ特殊紙株式会社

③結合企業の名称及び事業の内容

結合企業の名称 事業の内容

存続会社 三菱製紙株式会社 紙・パルプ・写真感光材料の製造、加工および販売

消滅会社

新北菱林産株式会社 木材チップの製造及び購入並びに販売他

京菱ケミカル株式会社 感材・塗工紙の仕上、除菌液・消毒液の製造他

高砂紙業株式会社 紙の断裁及び選別包装

ＫＪ特殊紙株式会社 化学紙の製造、加工及び販売

④結合後企業の名称

変更はありません。

＜連結子会社間の合併＞

①企業結合の法的形式

三菱製紙エンジニアリング株式会社を吸収合併存続会社、菱工株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併方

式です。

②企業結合日

2024年４月１日

③結合企業の名称及び事業の内容

結合企業の名称 事業の内容

存続会社 三菱製紙エンジニアリング株式会社 各種機械類の設計、据付及び整備、建設業

消滅会社 菱工株式会社 建設業、機械修理

④結合後企業の名称

変更はありません。
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＜連結子会社間の合併＞

①企業結合の法的形式

三菱王子紙販売株式会社を吸収合併存続会社、菱紙株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併方式です。

②企業結合日

2024年４月１日

③結合企業の名称及び事業の内容

結合企業の名称 事業の内容

存続会社 三菱王子紙販売株式会社 紙、薬品等の販売

消滅会社 菱紙株式会社
保険業務、不動産賃貸、駐車場管理・運営、物品販売、葬
儀仲介

④結合後企業の名称

変更はありません。

(3) 実施予定の会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引と

して会計処理を行う予定です。


